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「ＴＲＡＣＰ-5ｂ定量」検査内容変更のお知らせ 

 
謹啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、標記項目につきまして、試薬メーカーより、女性基準範囲の再設定の連絡があり、

弊社といたしましても変更させていただくことになりましたので、ご案内申し上げます。 
大変急なご案内で先生方にはご迷惑をお掛けいたしますが、何卒ご了承賜ります様お願い

申し上げます。 
                                    敬 具 
 2010 年 4 月 
 
   検査内容変更項目：ＴＲＡＣＰ‐５ｂ定量 

(骨型酒石酸抵抗性酸性フォスファターゼ) 
     実施期日:2010 年 5 月 1 日（土）受付分より 

  

 「従来の閉経後基準範囲は、骨量減少症患者、骨粗鬆症など代謝性骨疾患患者を含んでいた 

為、正常参考値としてより適正なＹＡＭ値へ変更する」旨の連絡がありました。ＹＡＭ値は「骨粗 

鬆症診療における骨代謝マーカーの適正使用ガイドライン」に使用されている 30～44 歳の健常 

閉経前女性の基準範囲で、閉経前後に関わらず適用可能です。 

 

◇変更内容 

変更箇所           新 現 行 

基準範囲 
男性：170～590 mU/dl 

女性：120～420 mU/dl 

男性：170～590 mU/dl 

女性： 

 閉経前:120～440 mU/dl 

 閉経前 30～44 歳:120～420 mU/dl 

閉経後：250～760 mU/dl 
 

 ※ＹＡＭ：若年成人平均値(女性)の基準値は、健常閉経前女性(30～44 歳)で確立された平均 
  ±1.96 標準偏差の範囲としています。なお、閉経後女性にも適用されます。 

お問い合わせは最寄りの営業所 または、
本社・研究所にお願いいたします。  本社・研究所：東京都町田市鶴間５４１番地２
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